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➣ 外国人傷病者対応連絡会参加本部からの意見では、既存のツールを組み合わせて活用することで
対応可能とのことだった。しかし、それぞれのツールにはそれぞれの留意点がある。

➣ 電話通訳センターを介した三者間同時通訳、多言語音声翻訳アプリ「救急ボイストラ」においては、
それぞれの活用場面において、以下の長所・短所が存在する。

名称 活用場面 長所 短所

電話通訳センター
を介した
三者間同時通訳

119番通報時
救急活動時 等

相手側からの訴えを聞き取る状況に有効
（open question）

➣ 詳細な状況の聴取が可能
〈例〉 通訳者を介すことで、発生状況や既往歴、かかりつけの

医療機関などの傷病者情報を伝える場合など

直接的なコミュニケーションができないた
め、救急隊接触時などには、言語の選定
や傷病者（関係者を含む）を落ち着かせる
ことなどに不向きであることが多い。

多言語音声翻訳
アプリ
「救急ボイストラ」

救急活動時 等 こちら側から聴取したい内容を聞き取る状況に有効
（closed question）

➣ ジェスチャーを含めた直接的なコミュニケーションが可能

〈例〉 定型文利用や音声翻訳により接触時のICや観察・処置を
行う場合や画面表示により言語選定をする場合など

翻訳技術は発展途上の技術であり、救急
ボイストラに関しては、長文の翻訳が困難
であることが多い。

外国人傷病者に対するコミュニケーションにおける留意点について

〈留意点〉
➣ 各コミュニケーションツールの長所・短所
を把握し、それぞれを補うことで、外国人
傷病者の対応能力の向上を図ることが
重要である。

救急ボイストラ三者間同時通訳

状況に応じて
使い分ける

三者間同時通訳、救急ボイストラの場合
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